
21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

551,166 450,294 417,537 417,549 43,917（一部）

-635 -2,566 0 0 0

0 0 0 0 0

550,531 447,728 417,537 417,549

519,421 442,897 411,198 28,775（一部）

94% 99% 98%

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

511,828 418,246 385,489 388,673 370,890

17 759 0

0

511,811 417,487 385,489 388,673 370890

480,719 413,335 379,949

94% 99% 99%

合計（a＋b＋c） 39,650

執行額（千円、d）

執行率（％、d/(a＋b＋c)）

区分 26年度要求額

執行率（％、d/(a＋b＋c)）

【技能実習制度推進事業】

予算の
状況

（千円）

当初予算（a） 321,817

補正予算（b）

繰越し等（c）

合計（a＋b＋c） 321,817

施策の概要 本施策は開発途上国の人材養成事業等に対して協力するために実施しています。

モニタリング結果報告書

（厚生労働省24（Ⅹ－１－２））

施策目標名 二国間等の国際協力を推進し、連携を強化すること（施策目標Ⅹ－１－２）

予算の
状況

（千円）

当初予算（a）

施策の背景・枠組み
（根拠法令、政府決定、

関連計画等）

【開発途上国福祉専門家養成等事業】
○諸外国の保健、衛生及び社会福祉の充実については、政府開発援助（ODA）大綱および国連ミレニアム開
発目標（MDGs）でも主要目標の一つに取り上げられています。

○厚生労働省では、1996年に開催されたリヨンサミットで日本が提唱した「世界福祉構想」を受け、東アジア
を中心とする地域協力を推進すべく、1997年から2002年まで東アジア社会保障担当大臣閣僚会合を開催
し、社会保障分野での協力関係を図ってきました。　その実績を踏まえ、日本の経験を伝えることを通じて国
際社会に貢献する観点から、特にASEAN地域に焦点を当て、社会福祉および保健医療の分野での緊密な
関係を更に発展させ、また、当該分野での人材育成を強化するために、ASEAN・日本社会保障ハイレベル会
合を開催しています。本会合は、2004年から開催されている、ASEAN+3（日・中・韓）保健大臣会合及び社会
福祉大臣会合を支える事業としても位置付けられています。

○また、MDGsの達成に向けた水供給分野の国際協力における開発効果の向上のため、日本の水道事業者
及び厚生労働省が持つノウハウを活用し、水道分野の協力方針の検討を行うとともに、水道プロジェクト計
画作成指導事業を通じ、開発途上国における水道分野の技術面･人材面･財政面等の課題について調査･検
討を行い、熟度の高い計画となるよう当該国に対し助言･指導を実施しています。

【技能実習制度推進事業】
○技能実習制度推進事業運営基本方針に基づいて、推進事業実施機関からの報告及び外国人雇用状況
の
届出により、技能実習生の実態を把握するとともに、監理団体及び実習実施機関に対し、雇用管理の改
善、労働条件及び安全・健康の確保等を図るため、必要な指導、支援等を行っています。

○技能実習生の保護の強化を図るため、「出入国管理及び難民認定法」が平成２１年７月に改正されまし
た。（平成２２年7月1日施行）。

予算書との関係
・関連税制

本施策は、予算書の以下の項に対応しています。
【開発途上国福祉専門家養成等事業】
（項）国際協力費：国際協力の推進に必要な経費（一部）［平成25年度予算額：91,758千円］
【技能実習制度推進事業】
（項）国際協力費：国際協力の推進に必要な経費（平成25年度予算額178,643千円）
（項）若年者等職業能力開発支援費：若年者等に対する職業能力開発の支援に必要な経費（一部）［平成25
年度予算額：192,247千円］

区分 26年度要求額

施策の予算額・執行額等

※　「執行額」欄には、独
法の運営費交付金は含

まない。

39,650

補正予算（b）

繰越し等（c）

【開発途上国福祉専門家養成等事業】

執行額（千円、d）



基準値 目標値

－ 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

－ 4.4 4.2 4.6 4.3 4.1 4.0/5点中

4.1/5点中 4.4/5点中 4.2/5点中 4.6/5点中 4.0/5点中

基準値 目標値

- 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

- 91% 88% 92% 76% 85% 85%

95% 90% 90% 75% 80%

基準値 目標値

－ 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

－ 80% 100%

100%

基準値 目標値

- 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

- 11,170件 10,953件 11,504件 11,280件 10,671件 8,000件

10,000件 10,000件 11,879件 10,843件 11,000件

（注）「技能実習制度推進事業」については、職業能力開発局海外協力課外国人研修推進室長 塚本　勝利

指標１
アンケート評価の平均値

ＡＳＥＡＮ・日本社会保障ハイレベ
ル会合開催事業参加者へのアン
ケート調査において「会合が有効

だった」とする割合

測定指標

指標４
技能実習生受け入れ企業・団

体に対する巡回指導件数

実績値

実績値

年度ごとの目標値

指標３
会合の提言に基づき取組みが行

われた国の割合

実績値

参考・関連資料等

○指標１について
・政府開発援助（ODA）大綱
URL： http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/seisaku/taikou/pdfs/taiko.pdf
・国連ミレニアム開発目標（MDGs）
URＬ： http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/doukou/mdgs.html
・リヨンサミット（1996年6月27～29日開催）
URL： http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/summit/lyon/index.html
・世界福祉構想
URL：
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/hakusyo/04_hakusho/ODA2004/html/chu/hc02054.htm
・ハイレベル会合結果概要
URL： http://www.mhlw.go.jp/bunya/kokusaigyomu/asean/2012/kekka.html
・関連事業の行政事業レビューシート
URL： http://www.mhlw.go.jp/jigyo_shiwake/gyousei_review_sheet/2012/h23_pdf/0451.pdf

○指標２について
・出入国及び難民認定法
http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S26/S26SE319.html
・技能実習制度運営基本方針
http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/gaikoku/dl/unyou_houshin.pdf

担当部局名 大臣官房国際課 作成責任者名 堀江　裕 政策評価実施時期 平成25年8月

年度ごとの目標値

指標２
技能実習修了認定を受けた技

能実習生の割合

実績値

年度ごとの目標値

年度ごとの目標値

施策に関係する内閣の重
要政策（施政方針演説等

のうち主なもの）

施政方針演説等の名称 年月日 関係部分（概要・記載箇所）
【開発途上国福祉専門家養成等事業】
○ASEAN・日本社会保障ハイレベル会合
　日・ASEAN友好協力40周年第１回局長級会合

【開発途上国福祉専門家
養成等事業】
○ASEAN・日本社会保障
ハイレベル会合
平成25年2月18日

【開発途上国福祉専門家養成等事業】
○ASEAN・日本社会保障ハイレベル会合
本年2013年は日・ＡＳＥＡＮ友好協力40周年。1月には安
倍総理が総理就任後初の外国訪問先として東南アジア
諸国を訪問。その機会に、総理自ら対ＡＳＥＡＮ外交５原
則を発出するなど、日・ＡＳＥＡＮ関係強化の気運が高
まっている。


